
ＦＭe-niwa平成３０年度 第４回放送番組審議会議事録 

開催年月日：平成３０年１１月１６日（金）１２:００ 

開催場所：えにあす会議室６ 

審議内容：災害時について 

 

出席委員数：６名中、出席６名 

放送事業者側出席：３名 

 

【代表取締役挨拶】  

お忙しい中お集まりくださりありがとうございます。先般の大きな災害（胆振東部地震）において、いー

にわもどの様な放送をしたのか、注目されたところですが、平時から聞かれるラジオ局として身近な生活

情報がもとめられている一方、今回の臨時放送をする中で、放送局としても課題が浮き彫りになったこと

もありますし、行政との連携や、様々な課題も解決を図っていかなければなりません。町内会や各コミュ

ニティとの連携も含め、平時から聞いていただき、有事に役立つラジオ局づくりをしていかなければなら

ないと実感しているところです。番組審議委員のみなさんからも忌憚のないご意見をいただければ幸いで

す。今日もよろしくお願いいたします。 

 

【審議委員長挨拶】 

まず最初に、新聞でも拝見しましたが、ＪＣＢＡの北海道コミュニティ放送大賞、番組部門とＣＭ部門と

もに優秀賞の受賞おめでとうございます。二日前にも地震があり、まだ被災地では避難されている方もい

るということで心配でありますし、まだまだ被害はおわっていないと実感しています。本日の審議、意見

交換等よろしくお願いいたします。 

 

【事務局より】  

本日は、番組単独での審議はなく、平時からの情報発信についてと、災害放送の内容について、みなさん

の災害時の状況など意見交換させていただければ幸いです。また、恵庭肢体不自由児者親の会のみなさん

からいただいた資料に災害時の困りごとの記載もありますので、そうした方々の意見などもあるというこ

ともお知りおきいただければ幸いです。 

 

【ご感想】  

・情報弱者とされる外国人は今後も増えてくると思われます。市内でも技能実習生が増えていますが、 

地域の方との関わりが少ないと聞いているので、外国人がよりどころとなるような番組づくりもしていく

はいいのかと考えます。 

 

【回答】 

・恵庭市内も４００人前後の在住外国人がいますので、多言語放送も含め検討をしていきたい。 

 

【ご感想】 

・町内会連合会の会合があり、災害時の市の対応について説明もありましたが、後日文章で回答するとの

ことでした。地震前日の台風での停電から翌日、緊急時の連絡手段も全く機能しなかった部分も各町内会

ではあったことが浮き彫りになりました。避難行動要支援者制度も個人情報が大きな課題になっていると

考えます。各町内会からは、いーにわが災害時に役立ったという声も多く挙がっていました。 



 

・実際に地震があった時は、パニックになっていた方と、そうではない平常の活動をしようとされていた

方との温度差が大きかった印象です。肢体不自由児者親の会の資料も見ると、やはり課題はまだまだある

のかなと思いますし、そうした方々がいるということもラジオを通じて知っていただくことも重要だと感

じました。また、福祉避難所についても未だ理解されていない部分もありますし、福祉避難所側も見直し

をしなければならない部分もあると思われます。 

 

・最近では、恵庭に中国、韓国以外にもベトナムとフィリピンの方も多く在住されています。来年度は、

恵庭市のホームページも多言語化をしたうえでリニューアルも予定しております。もう少し、公共施設や

民間事業所などでもラジオを流す仕組みづくりが出来たらいいと考えます。 

 

・うちは、商店会でお店を構えてお店のオープンに合わせて午前１０時からずっと流していますが、どん

な方がどんな風にラジオを聴くのかと考えた時に、ラジオは記憶を呼び起こしてくれたりもするので、懐

かしい音楽が流れたりするのもすごくいいと思います。災害時はラジオを聴いたほうがいいという宣伝Ｃ

Ｍみたいなものも普段から放送するのもいいと思います。恵庭のタイムリーな番組づくりとして、世間一

般のニュース以外にも恵庭の朝野球番組とか、スポーツ番組とかもあっていいのではないかと考えます。 

 

・情報弱者に寄り添っていくことは、重要である反面、個人情報の難しさもあるのではないかと考えます。 

本人は望んでいなくても、悪意なく広まってしまう情報もあるので慎重に進めて欲しい。ラジオのリスナ

ーターゲット層を拡げていくには、医療情報なども増やしたり、ラジコなども連動してくれることが望ま

しい。 

 

 

その他番組全般に関しての質問、意見がなかったため、閉会。 

 

 

 

 

総委員数  6名(敬称略) 

 ○出席  ６名： 市川、遠藤、関田、吉野 佐藤 川原 

 ○欠席  ０名：  

 ○放送事業者側出席 ３名 

    代表取締役 三浦 孝史、取締役局長 北岡昌洋、職員 三浦真吾 

 

審議会の答申又は、意見の概要を場合の公表内容 

   公表方法 自局内放送および局内掲示板にて 

   公表内容 上記の内容 

   公表年月日 平成 31年１月 20日 


